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専門教育科目
政策理論科目

/Instructor
中井　遼 / NAKAI, Ryo / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2015 20162013 201420122007 2009200820062005 2010 2011

本講義では政党政治の諸相について，①政党間の競争②政党内の組織運営③政党と有権者の関係，の3点を基軸にして，国際比較と実証性を重視
しつつ検討します。現代民主主義の政治は（良くも悪くも）政党を中心として展開しており，政策形成を理解するためにも政党政治の分析能力
が必要です（それは，企業を知らずして現代経済を理解できない事と似ているかもしれません）。全体の授業回のうち，前半では理論や分析概
念を中心に，後半では事例や応用を中心に進めていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特定の教科書はありません。授業資料はこちらで用意します。

〇川人貞史・吉野孝・平野浩・加藤淳子（2011）『現代の政党と選挙（新版）』有斐閣
〇待鳥聡史（2015）『政党システムと政党組織』東京大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．概論１：イントロダクションと科目の位置づけ
２．概論２：【デモクラシーと政党】【歴史的展開】
３．政党システム論１：【政党システム概論】【有効政党数】
４．政党システム論２：【政党システムの規定要因】【政党位置の計測】
５．政党組織論１：【集権と分権】【党内組織と政策形成】
６．政党組織論２：【党内人事・プライマリー】【国家と政党（政党助成金）】
７．政党と選挙１：【投票モデル】【選挙制度との連関】
８．政党と選挙２：【組織と有権者】【Presidentialization】
９．政党政治論応用１：【ウェストミンスター型】【コンセンサス型】
１０．政党政治論応用２：【新党台頭】【政党組織・政党システムの変質】
１１．東アジアの政党政治：【国家間比較】【日本の時代間・地域間比較】
１２．欧州の政党政治１：【政党政治史概略】【西欧国家間比較】
１３．欧州の政党政治２：【政党政治史概略】【東欧国家間比較】
１４．英米圏の政党政治史：【イギリス政党政治】【アメリカ政党政治】
１５．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・期末試験：80%
・日常授業への取り組み（自主小レポートを予定）：20%

成績評価の方法　/Assessment Method

・履修上の注意や追加参考資料については第1回授業でアナウンスします。
・政治過程論を履修済（or受講中）であるほうが理解が深まるでしょう。
・授業各回の最後に，次回内容の予習箇所を指示します。復習用として授業内資料を配布するので各自で入手してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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専門教育科目
政策理論科目

・政党政治論は，政治学のなかでも科学的・計量的な分析が早くから蓄積されてきた分野の一つです。そのため，授業中は頻繁に数字（時には
数式）が出てきますが，高度な数学的知識は必要ありませんので，驚かずに学んでください。むしろ，その「現代政治を明確に分析できる」強
力さや面白さを楽しんでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

政党・選挙・比較政治学・実証政治学
キーワード　/Keywords
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